
(57)【要約】

【課題】本発明は、プレキャストコンクリート板の吊込

み方法に関し、吊り込み作業を能率化して工期の短縮を

図ると共に、作業者の安全性確保が課題である。

【解決手段】プレキャストコンクリート板を揚重搬入装

置により梁間に掛け渡してスラブを構築する際に、同一

階において梁で区画された１スパン分の複数個のプレキ

ャストコンクリート板を構築物のサイトで上下方向に複

数段に地組みし、そのプレキャストコンクリート板を前

記揚重搬入装置で吊り込み、横方向に移動させながら１

スパン毎に前記複数個のプレキャストコンクリート板を

一度に敷設し、１回の揚重作業で複数スパン分のスラブ

を敷設する吊り込み方法である。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 板 を 揚 重 搬 入 装 置 に よ り 梁 間 に 掛 け 渡 し て ス ラ ブ を 構 築 す る 際
に 、
同 一 階 に お い て 梁 で 区 画 さ れ た １ ス パ ン 分 の 複 数 個 の プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 板 を 構 築
物 の サ イ ト で 上 下 方 向 に 複 数 段 に 地 組 み し 、
そ の プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 板 を 前 記 揚 重 搬 入 装 置 で 吊 り 込 み 、
横 方 向 に 移 動 さ せ な が ら １ ス パ ン 毎 に 前 記 複 数 個 の プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 板 を 一 度 に
敷 設 し 、
１ 回 の 揚 重 作 業 で 複 数 ス パ ン 分 の ス ラ ブ を 敷 設 す る こ と 、
を 特 徴 と す る Ｐ Ｃ 板 の 吊 込 み 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
１ ス パ ン 分 の 複 数 個 の プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 板 は 、 当 該 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 板
の 目 地 方 向 と 直 交 す る 方 向 で 、 且 つ 、 当 該 板 の 上 下 面 に 配 設 さ れ た 鋼 材 を ボ ル ト で 締 結 す
る こ と で 狭 装 さ れ 、 当 該 下 面 に 配 設 さ れ た 鋼 材 が 、 梁 間 に 敷 設 さ れ た プ レ キ ャ ス ト コ ン ク
リ ー ト 板 の 支 保 工 の 一 部 に 転 用 さ れ る こ と 、
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の Ｐ Ｃ 板 の 吊 込 み 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
１ ス パ ン 分 の 複 数 個 の プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 板 の 上 面 に 横 架 さ れ る チ ャ ン ネ ル と 、 同
下 面 に 横 架 さ れ る と と も に 支 保 工 の 一 部 に 転 用 さ れ る 角 形 パ イ プ と 、 隣 接 す る 前 記 プ レ キ
ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 板 の 目 地 位 置 に お い て 前 記 チ ャ ン ネ ル と 前 記 角 形 パ イ プ と に 上 下 方 向
に 貫 通 し て 挿 通 さ れ る ボ ル ト 及 び そ の 締 結 用 の ナ ッ ト と 、 前 記 ナ ッ ト の 下 部 に 下 段 の プ レ
キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 板 を 吊 持 す る た め に 取 り 付 け ら れ る 接 続 金 物 と か ら 構 成 さ れ て い る
こ と 、
を 特 徴 と す る Ｐ Ｃ 板 の 吊 り 治 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 板 （ 以 下 、 Ｐ Ｃ 板 と い う ） の 吊 込 み 方 法 に 係 り 、 詳
し く は 、 吊 り 込 み 作 業 を 能 率 化 し て 工 期 の 短 縮 を 図 る Ｐ Ｃ 板 の 吊 込 み 方 法 と そ の 吊 り 治 具
に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 に お い て 、 Ｐ Ｃ 造 の 高 層 住 宅 を 建 築 す る 場 合 に 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 例 え ば 、 タ ワ ー
ク レ ー ン で 搬 送 さ れ た 複 数 枚 の Ｐ Ｃ 板 （ 商 品 名 ： ス パ ン ク リ ー ト 板 、 オ ム ニ ア 板 等 ） ２ １
を 、 一 旦 、 取 付 階 の 仮 置 き 場 所 ２ ２ に 仮 置 き し て 、 そ の 後 、 専 用 治 具 ２ ３ で 一 枚 毎 に 、 ボ
イ ド 部 分 ２ １ ａ に フ ッ ク を 掛 け て 、 前 記 Ｐ Ｃ 板 ２ １ を 横 移 動 さ せ て 、 梁 ２ ４ 間 に 掛 け 渡 し
て 敷 設 し て い る 。 敷 設 さ れ る Ｐ Ｃ 板 ２ １ の 中 央 部 の 下 面 に は 、 支 保 工 ２ ５ が 架 設 さ れ 支 持
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の よ う な 方 法 の 場 合 、 タ ワ ー ク レ ー ン や 専 用 治 具 に よ る 揚 重 回 数 が 多 く 、 多 く の 工 程 を
占 め て い る 。 Ｐ Ｃ 板 の ボ イ ド 部 分 が 欠 け た り す る こ と が あ る 。 ま た 、 取 付 階 で の 横 方 向 に
Ｐ Ｃ 板 を 敷 き 並 べ る 作 業 中 に お い て は 、 敷 設 前 の 空 所 が あ る の で 、 作 業 者 に と っ て も 落 下
の 危 険 が あ り 、 安 全 対 策 上 に 課 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 、 揚 重 作 業 回 数 を 削 減 す る た め に 、 Ｐ Ｃ 板 の 搬 送 方 法 と し て 、 複 数 枚 の Ｐ Ｃ 板 を ス ペ
ー サ ブ ロ ッ ク を 介 し て 段 積 み し 、 吊 下 金 具 を 前 記 複 数 枚 の Ｐ Ｃ 板 に 貫 通 さ せ て 、 そ の 吊 下
金 具 の 下 端 部 か ら コ ッ タ ー を 展 開 し て 、 最 下 段 の Ｐ Ｃ 板 に 係 合 さ せ る こ と で 吊 り 上 げ る よ
う に し た 方 法 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ５ － ２ ３ ９ ９ ２ ４ 号 公 報 （ 第 ２ 頁 乃 至 第 ３ 頁 、 第 ４ 図 ）
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 こ の 方 法 に お い て の 、 一 枚 の Ｐ Ｃ 板 を 上 下 方 向 に 複 数 枚 段 積 み す る も の で
あ り 、 Ｐ Ｃ 板 の 搬 入 方 法 に お い て は 従 来 例 と 同 様 で あ っ て 、 横 方 向 に 敷 設 す る こ と に お い
て 、 別 の 専 用 治 具 が 不 要 と な っ て 、 効 率 的 で あ る と 言 う も の で あ る が 、 仮 置 き さ れ た Ｐ Ｃ
板 を 横 方 向 に 敷 き 並 べ る 手 間 が 掛 か る こ と に お い て は 、 従 来 と 同 様 で あ る 。 ま た 、 Ｐ Ｃ 板
が 仮 置 き 中 に 捻 れ て 梁 間 か ら 落 下 す る な ど の 危 険 も あ る 。 よ っ て 、 ク レ ー ン の 揚 重 回 数 を
削 減 し 、 作 業 員 の 安 全 性 を 確 保 す る こ と に 解 決 す べ き 課 題 が あ る 。 本 発 明 に 係 る Ｐ Ｃ 板 の
吊 込 み 方 法 と 吊 り 治 具 は こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に 提 案 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る Ｐ Ｃ 板 の 吊 込 み 方 法 の 要 旨 は 、 プ レ キ ャ ス ト コ
ン ク リ ー ト 板 を 揚 重 搬 入 装 置 に よ り 梁 間 に 掛 け 渡 し て ス ラ ブ を 構 築 す る 際 に 、 同 一 階 に お
い て 梁 で 区 画 さ れ た １ ス パ ン 分 の 複 数 個 の プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 板 を 構 築 物 の サ イ ト
で 上 下 方 向 に 複 数 段 に 地 組 み し 、 そ の プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 板 を 前 記 揚 重 搬 入 装 置 で
吊 り 込 み 、 横 方 向 に 移 動 さ せ な が ら １ ス パ ン 毎 に 前 記 複 数 個 の プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト
板 を 一 度 に 敷 設 し 、 １ 回 の 揚 重 作 業 で 複 数 ス パ ン 分 の ス ラ ブ を 敷 設 す る Ｐ Ｃ 板 の 吊 込 み 方
法 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
又 、 前 記 １ ス パ ン 分 の 複 数 個 の プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 板 は 、 当 該 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク
リ ー ト 板 の 目 地 方 向 と 直 交 す る 方 向 で 、 且 つ 、 当 該 板 の 上 下 面 に 配 設 さ れ た 鋼 材 を ボ ル ト
で 締 結 す る こ と で 狭 装 さ れ 、 当 該 下 面 に 配 設 さ れ た 鋼 材 が 、 梁 間 に 敷 設 さ れ た プ レ キ ャ ス
ト コ ン ク リ ー ト 板 の 支 保 工 の 一 部 に 転 用 さ れ る こ と を 含 む も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 に 係 る 吊 り 治 具 の 要 旨 は 、 １ ス パ ン 分 の 複 数 個 の プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 板 の 上
面 に 横 架 さ れ る チ ャ ン ネ ル と 、 同 下 面 に 横 架 さ れ る と と も に 支 保 工 の 一 部 に 転 用 さ れ る 角
形 パ イ プ と 、 隣 接 す る 前 記 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 板 の 目 地 位 置 に お い て 前 記 チ ャ ン ネ
ル と 前 記 角 形 パ イ プ と に 上 下 方 向 に 貫 通 し て 挿 通 さ れ る ボ ル ト 及 び そ の 締 結 用 の ナ ッ ト と
、 前 記 ナ ッ ト の 下 部 に 下 段 の プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 板 を 吊 持 す る た め に 取 り 付 け ら れ
る 接 続 金 物 と か ら 構 成 さ れ て い る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 に 係 る Ｐ Ｃ 板 の 吊 込 み 方 法 に よ れ ば 、 Ｐ Ｃ 造 の 構 築 物 に お い て 、 同 一 階 の ス ラ ブ を
、 梁 間 に Ｐ Ｃ 板 を 一 度 に １ ス パ ン 分 敷 設 し て 、 構 築 す る こ と が で き る 。 ま た 、 １ ス パ ン 分
の Ｐ Ｃ 板 を 複 数 段 に 地 組 み し て 吊 り 込 む の で 、 １ 回 の 揚 重 作 業 で 、 複 数 ス パ ン 分 の 敷 設 作
業 を 済 ま せ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 揚 重 作 業 回 数 が 大 幅 に 削 減 さ れ る も の で あ る 。
ま た 、 Ｐ Ｃ 板 を 複 数 段 に 地 組 み し た 際 の 鋼 材 が そ の ま ま 支 保 工 の 一 部 に 転 用 さ れ て 、 作 業
効 率 が 向 上 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
次 に 、 本 発 明 に 係 る Ｐ Ｃ 板 の 吊 込 み 方 法 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 な お 、 発 明
の 理 解 を 容 易 に す る た め 、 従 来 例 に 対 応 す る 部 分 に は 従 来 例 と 同 一 の 符 号 を 付 け て 説 明 す
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 に 係 る Ｐ Ｃ 板 の 吊 り 込 み 方 法 で は 、 先 ず 、 １ ス パ ン 分 の 複 数 個 の Ｐ Ｃ 板 ２ １ を 、 鋼
材 等 で 狭 装 さ せ て 、 そ れ を 上 下 方 向 に 複 数 段 に 地 組 み す る 。 こ れ に は 、 図 １ （ Ａ ） に 示 す
よ う に 、 例 え ば 、 ア ル ミ ニ ウ ム 製 で 軽 量 の 角 形 パ イ プ １ を 建 築 中 の Ｐ Ｃ 構 造 物 の サ イ ト に
お い て 、 間 隔 を 開 け て 平 行 に 敷 設 す る 。 な お 、 こ の 角 形 パ イ プ １ は 、 図 ４ （ Ｄ ） に 示 す 作
業 台 ２ の 上 に 置 か れ る も の で あ る 。 ま た 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 予 め 所 定 の 箇 所 に ナ ッ ト ６
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ａ が 溶 接 し て 固 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
次 ぎ に 、 ト ラ ッ ク 等 の 運 送 手 段 で 運 ば れ た Ｐ Ｃ 板 ２ １ を 、 ク レ ー ン で 吊 り 上 げ 、 前 記 角 形
パ イ プ １ の 上 に 架 設 す る 。 図 １ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 一 例 と し て 、 １ ス パ ン 分 の Ｐ Ｃ 板 ２
１ は 、 ６ 枚 （ 全 幅 約 ６ ｍ ） で あ る 。 こ の Ｐ Ｃ 板 ２ １ は 、 そ の 長 手 方 向 に 沿 っ て ボ イ ド ２ １
ａ が 設 け ら れ て 遮 音 性 と 断 熱 性 が 良 好 な も の で あ り 、 Ｐ Ｃ 鋼 線 等 で プ レ ス ト レ ス が 付 与 さ
れ て い る 。 ま た 、 前 記 角 形 パ イ プ １ に は 、 上 下 方 向 に 貫 通 す る 貫 通 孔 が 、 両 端 部 と 中 央 部
と に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 １ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 敷 設 さ れ た ６ 枚 の Ｐ Ｃ 板 ２ １ の 上 に 、 目 地 方 向 に 直 角 に な る よ
う に し て 、 鋼 製 で 上 コ 字 形 の チ ャ ン ネ ル ３ が 、 前 記 角 形 パ イ プ １ に 対 応 さ せ て ２ 箇 所 に 配
設 さ れ る 。 こ の チ ャ ン ネ ル ３ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 補 強 鉄 板 ３ ａ を 溶 接 し て 約 ６ ｍ の 長
さ に し て あ る 。 ま た 、 前 記 角 形 パ イ プ １ の 貫 通 孔 に 対 応 さ せ て 、 貫 通 孔 ３ ｂ が ３ 箇 所 に 設
け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
更 に 、 こ の チ ャ ン ネ ル ３ の 側 壁 の ２ 箇 所 に 貫 通 孔 が 設 け ら れ 、 そ こ に 、 ボ ル ト ４ が 挿 通 さ
れ て ナ ッ ト ４ ａ で 締 結 さ れ て い る 。 こ の ボ ル ト ４ に は 、 後 に 、 吊 り 上 げ 用 の シ ャ ッ ク ル ５
（ 図 ３ 参 照 ） が 掛 け ら れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
そ し て 、 図 １ （ Ｂ ） と 図 ３ （ Ａ ） ， （ Ｂ ） と に 示 す よ う に 、 貫 通 孔 ３ ｂ に ボ ル ト ６ を 通 し
て 、 前 記 ナ ッ ト ６ ａ に 締 結 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 Ｐ Ｃ 板 ２ １ が 、 チ ャ ン ネ ル ３ と 角 形 パ イ
プ １ と で 狭 装 さ れ る 。 こ れ で Ｐ Ｃ 板 ６ 枚 に よ り 、 １ ス パ ン 分 の ス ラ ブ が で き あ が る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
次 ぎ に 、 図 １ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 Ｐ Ｃ 板 ２ １ を 段 積 み す る 。 そ の 場 合 に は 、 図 ３ （ Ａ ）
（ 図 中 の 右 側 ） ， （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 長 ナ ッ ト ７ を 下 面 に 固 着 し た 角 形 パ イ プ １ を 下 段
の Ｐ Ｃ 板 ２ １ の 上 に 載 置 し て 、 上 段 の Ｐ Ｃ 板 ２ １ を 敷 く 。 長 ナ ッ ト ７ は 、 隣 接 す る Ｐ Ｃ 板
２ １ の 目 地 部 分 に 納 ま る よ う に 配 置 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
そ し て 、 該 上 段 の Ｐ Ｃ 板 ２ １ の 上 に 、 目 地 に 直 交 さ せ て チ ャ ン ネ ル ３ を 敷 設 し 、 そ の 貫 通
孔 ３ ｂ に ボ ル ト ６ を 上 か ら 挿 通 し て 角 形 パ イ プ １ に 貫 通 さ せ 、 前 記 長 ナ ッ ト ７ に 締 結 す る
。 こ の よ う に し て 、 吊 り 治 具 に よ り 、 １ ス パ ン 分 の ６ 枚 の Ｐ Ｃ 板 ２ １ を 上 下 方 向 に 、 例 え
ば ３ 段 に し て 地 組 み し て 、 サ イ ト に Ｐ Ｃ 板 吊 り 荷 Ａ が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
次 ぎ に 、 図 ４ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 Ｈ 型 鋼 ８ と 単 管 パ イ プ ９ と を キ ャ ッ チ ク ラ ン プ で 繋 い
で 、 四 角 の 吊 上 げ 用 治 具 を 形 成 す る 。 こ れ を 揚 重 搬 入 装 置 で あ る タ ワ ー ク レ ー ン で ワ イ ヤ
ー １ ３ を 介 し て 吊 り 上 げ る 。 前 記 治 具 か ら ワ イ ヤ ー １ ０ を 下 げ て 、 図 ３ （ Ａ ） に 示 す よ う
に 、 そ の 下 端 を 最 上 段 の チ ャ ン ネ ル ３ の ボ ル ト ４ に シ ャ ッ ク ル ５ を 掛 け て 連 結 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ４ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 タ ワ ー ク レ ー ン の ワ イ ヤ ー １ ３ を 巻 き 上 げ て 、 前 記 ワ イ ヤ ー １
０ を 介 し て 最 上 段 の Ｐ Ｃ 板 ２ １ を 吊 り 上 げ る 。 次 ぎ に 、 前 記 最 上 段 の Ｐ Ｃ 板 ２ １ の 下 面 の
角 形 パ イ プ １ の 長 ナ ッ ト ７ に 、 作 業 者 が 間 に 入 り 込 ん で 接 続 金 物 １ １ を ね じ 込 む 。 そ の 接
続 金 物 １ １ に フ ッ ク を 掛 け て ワ イ ヤ ー １ ２ を 吊 る し 、 そ の ワ イ ヤ ー １ ２ の 下 端 部 を 下 段 の
チ ャ ン ネ ル ３ の ボ ル ト ４ に 前 記 シ ャ ッ ク ル ５ で 連 結 す る こ と を 繰 り 返 す 。 こ れ に よ り 、 図
４ （ Ｃ ） ， （ Ｄ ） に 示 す よ う に 、 ３ 段 の Ｐ Ｃ 板 ２ １ が 上 下 方 向 に ワ イ ヤ ー １ ０ ， １ ２ を 介
し て 吊 り 上 げ ら れ る 。 図 ５ （ Ａ ） ， （ Ｂ ） に 示 す 状 態 が 、 Ｐ Ｃ 板 吊 り 荷 Ａ の 吊 り 上 げ 状 態
で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
次 ぎ に 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 前 記 Ｐ Ｃ 板 ２ １ を タ ワ ー ク レ ー ン で 構 築 中 の Ｐ Ｃ 造 の 構 造 物
の 最 上 階 に 搬 入 す る 。 そ し て 、 ま ず 最 初 に 、 最 下 段 の ６ 枚 の Ｐ Ｃ 板 ２ １ を 梁 ２ ４ 間 に 敷 設
す る 。 １ ス パ ン 分 の ス ラ ブ 敷 設 が １ 度 で 完 了 す る 。 更 に 、 支 保 工 で Ｐ Ｃ 板 ２ １ の 下 面 の 角
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形 パ イ プ １ を 支 持 す る 。 当 該 角 形 パ イ プ １ は 、 支 保 工 の 一 部 と し て 転 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
そ し て 、 前 記 タ ワ ー ク レ ー ン で 若 干 ワ イ ヤ ー １ ２ が 弛 む く ら い に 降 下 さ せ 、 そ の 状 態 を 維
持 し て 作 業 者 が 、 最 下 段 と 中 段 の Ｐ Ｃ 板 ２ １ の 間 に 入 り 込 み 、 当 該 最 下 段 の Ｐ Ｃ 板 ２ １ 上
の チ ャ ン ネ ル ３ と 、 前 記 中 段 の Ｐ Ｃ 板 ２ １ 下 面 の 角 形 パ イ プ １ と の ワ イ ヤ ー １ ２ に よ る 連
結 を 解 除 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
そ の 後 、 タ ワ ー ク レ ー ン で 横 方 向 に 移 動 さ せ 、 次 に １ ス パ ン 分 の 区 画 に 、 中 段 の ６ 枚 の Ｐ
Ｃ 板 ２ １ を 梁 間 に 敷 設 す る 。 そ し て 、 中 段 と 最 上 段 の Ｐ Ｃ 板 ２ １ の ワ イ ヤ ー １ ２ に よ る 連
結 を 作 業 者 に よ っ て 解 除 し て 、 更 に タ ワ ー ク レ ー ン で 横 に 移 動 さ せ て 、 最 上 段 の ６ 枚 の Ｐ
Ｃ 板 ２ １ を 隣 接 す る １ ス パ ン の 区 画 に 敷 設 す る 。 支 保 工 で Ｐ Ｃ 板 下 面 の 角 形 パ イ プ １ を 支
持 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
前 記 １ ス パ ン 分 の Ｐ Ｃ 板 ２ １ を 、 隣 接 し た （ 必 ず し も 隣 接 し て い な く て も 良 い ） ３ 区 画 に
３ 回 に 亘 り 連 続 し て 敷 設 し た 後 は 、 ボ ル ト ６ を そ れ ぞ れ に お い て 外 し て 、 チ ャ ン ネ ル ３ は
撤 去 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 Ｐ Ｃ 板 ２ １ 上 に 現 場 打 ち で コ ン ク リ ー ト を 打 設 し て 床 を 形 成 し た 後 に 、 支 保 工 の 解
体 と 共 に 前 記 角 形 パ イ プ １ も 撤 去 す る 。 接 続 金 具 １ １ も 角 形 パ イ プ １ か ら 外 し て お く 。 こ
う し て 、 タ ワ ー ク レ ー ン の 揚 重 回 数 が 大 幅 に 削 減 さ れ る も の で あ り 、 ま た 、 Ｐ Ｃ 板 ２ １ が
６ 枚 で 一 度 に 敷 設 さ れ て 梁 ２ ４ 間 に 納 ま る の で 、 捻 れ て 梁 ２ ４ か ら 落 下 す る 等 の 危 険 も な
い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
上 記 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に 係 る Ｐ Ｃ 板 の 吊 込 み 方 法 は 、 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 板
を 揚 重 搬 入 装 置 に よ り 梁 間 に 掛 け 渡 し て ス ラ ブ を 構 築 す る 際 に 、 同 一 階 に お い て 梁 で 区 画
さ れ た １ ス パ ン 分 の 複 数 個 の プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 板 を 構 築 物 の サ イ ト で 上 下 方 向 に
複 数 段 に 地 組 み し 、 そ の プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 板 を 前 記 揚 重 搬 入 装 置 で 吊 り 込 み 、 横
方 向 に 移 動 さ せ な が ら １ ス パ ン 毎 に 前 記 複 数 個 の プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 板 を 一 度 に 敷
設 し 、 １ 回 の 揚 重 作 業 で 複 数 ス パ ン 分 の ス ラ ブ を 敷 設 す る の で 、 揚 重 搬 入 装 置 に よ る 吊 り
上 げ 回 数 が 大 幅 に 削 減 さ れ る と と も に 、 Ｐ Ｃ 板 の 落 下 の 危 険 性 が 解 消 さ れ 作 業 者 の 落 下 防
止 に も な る と 言 う 優 れ た 効 果 を 奏 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 １ ス パ ン 分 の 複 数 個 の プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 板 は 、 当 該 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ
ー ト 板 の 目 地 方 向 と 直 交 す る 方 向 で 、 且 つ 、 当 該 板 の 上 下 面 に 配 設 さ れ た 鋼 材 を ボ ル ト で
締 結 す る こ と で 狭 装 さ れ 、 当 該 下 面 に 配 設 さ れ た 鋼 材 が 、 梁 間 に 敷 設 さ れ た プ レ キ ャ ス ト
コ ン ク リ ー ト 板 の 支 保 工 の 一 部 に 転 用 さ れ る の で 、 Ｐ Ｃ 板 敷 設 時 の 支 保 工 の 組 立 作 業 工 数
も 工 数 削 減 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
本 発 明 に 係 る 吊 り 治 具 は 、 １ ス パ ン 分 の 複 数 個 の プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 板 の 上 面 に 横
架 さ れ る チ ャ ン ネ ル と 、 同 下 面 に 横 架 さ れ る と と も に 支 保 工 の 一 部 に 転 用 さ れ る 角 形 パ イ
プ と 、 隣 接 す る 前 記 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 板 の 目 地 位 置 に お い て 前 記 チ ャ ン ネ ル と 前
記 角 形 パ イ プ と に 上 下 方 向 に 貫 通 し て 挿 通 さ れ る ボ ル ト 及 び そ の 締 結 用 の ナ ッ ト と 、 前 記
ナ ッ ト の 下 部 に 下 段 の プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 板 を 吊 持 す る た め に 取 り 付 け ら れ る 接 続
金 物 と か ら 構 成 さ れ て い る の で 、 １ 区 画 分 の Ｐ Ｃ 板 を 複 数 段 に 地 組 み す る こ と が で き て 、
揚 重 回 数 を 削 減 で き る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る Ｐ Ｃ 板 の 吊 込 み 方 法 に お け る 、 Ｐ Ｃ 板 の 地 組 み を 示 す 説 明 図 （ Ａ ）
， （ Ｂ ） ， （ Ｃ ） ， （ Ｄ ） で あ る 。
【 図 ２ 】 チ ャ ン ネ ル ３ の 平 面 図 （ Ａ ） 、 正 面 図 （ Ｂ ） 、 側 面 図 （ Ｃ ） で あ る 。
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【 図 ３ 】 同 本 発 明 に 係 る Ｐ Ｃ 板 の 吊 込 み 方 法 に お け る 、 Ｐ Ｃ 板 を チ ャ ン ネ ル ３ と 角 形 パ イ
プ １ と ボ ル ト ６ で 狭 装 す る 様 子 を 示 す 説 明 図 （ Ａ ） ， （ Ｂ ） ， （ Ｃ ） で あ る 。
【 図 ４ 】 同 本 発 明 に 係 る Ｐ Ｃ 板 の 吊 込 み 方 法 に お け る 、 Ｐ Ｃ 板 の 搬 入 す る 様 子 を 示 す 説 明
図 （ Ａ ） ， （ Ｂ ） ， （ Ｃ ） ， （ Ｄ ） で あ る 。
【 図 ５ 】 Ｐ Ｃ 板 吊 り 荷 Ａ の 吊 り 上 げ 状 態 を 示 す 説 明 図 （ Ａ ） ， （ Ｂ ） で あ る 。
【 図 ６ 】 同 本 発 明 に 係 る Ｐ Ｃ 板 の 吊 込 み 方 法 に よ っ て 、 １ ス パ ン 毎 に Ｐ Ｃ 板 ２ １ を 梁 間 に
敷 設 す る 様 子 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 例 に 係 る Ｐ Ｃ 板 の 敷 設 状 況 を 示 す 説 明 図 （ Ａ ） ， （ Ｂ ） ， （ Ｃ ） で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 　 角 形 パ イ プ 、 　 　 　 　 　 ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 作 業 台 、
３ 　 　 　 　 チ ャ ン ネ ル 、 　 　 　 　 　 ３ ａ 　 　 　 　 　 　 　 補 強 鉄 板 、
３ ｂ 　 　 　 貫 通 孔 、 　 　 　 　 　 　 　 ４ 　 　 　 　 　 　 　 　 ボ ル ト 、
４ ａ 　 　 　 ナ ッ ト 、 　 　 　 　 　 　 　 ５ 　 　 　 　 　 　 　 　 シ ャ ッ ク ル 、
６ 　 　 　 　 ボ ル ト 、 　 　 　 　 　 　 　 ６ ａ 　 　 　 　 　 　 　 ナ ッ ト 、
７ 　 　 　 　 長 ナ ッ ト 、 　 　 　 　 　 　 ８ 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｈ 型 鋼 、
９ 　 　 　 　 単 管 パ イ プ 、 　 　 　 　 　 １ ０ 　 　 　 　 　 　 　 ワ イ ヤ ー 、
１ １ 　 　 　 接 続 金 物 、 　 　 　 　 　 　 １ ２ 　 　 　 　 　 　 　 ワ イ ヤ ー 、
１ ３ 　 　 　 ワ イ ヤ ー 、 　 　 　 　 　 　 ２ １ 　 　 　 　 　 　 　 Ｐ Ｃ 板 、
２ ２ 　 　 　 仮 置 き 部 分 、 　 　 　 　 　 ２ ４ 　 　 　 　 　 　 　 梁 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

(7) JP 2004-308155 A 2004.11.4



【 図 ７ 】
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